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1.は じめに

3月 まで海に囲まれた島の学校に動めていたが、4月 に異動になつたところは、周囲を山とゴルフ場

に囲まれた内陸の学校だつた。小規模な学校のため教員一人当たりの仕事量が多く、仕事に追われてい

た5月 の半ばの土B理日、突然 Earlhwatch Japanからの 「合格通知書」を受け取つた。

「?」・・・、「!」。

忙しさのあまり忘れていたが、転勤前の3月 、学校に届いた教員フェローシップのプロジェクトに感

動し、応募していたのだ。

早速、校長に相談したところ、「先生のこの経験は、子どもたちの教育にも大きな意味がある」と参

加を了解していただけ、私は、参加の準備にすぐに取りかかることができた。

2.Silurianに乗り込む前

Expedilo■Brieingを受け取つて、不安に思つたことが2つ あった。1つめは、Rendezvousの場所であ

るマル島 トバモリーの Taigh Solaisにたどり着けるか?と いうことだった古コンピュータで情報を検索

していくうちに、Scottailやフェリー、バスでアクセスできることがわかり、Taigh Solaisがどんな建物

なのかは不明だつたが、すぐにこの不安はほぼ解消した。しかし、2つ 目の不安は、参加当日まで (正

確には、プログラムの最終日まで)付 きまとうことになつた。それは、Brieingに書いてあった次の一

文だ。「No speciflc skllls are requred for this ptteCt,however,you must be proicient in the Engiish language

・・・」。Proicient?「日常会話程度の 『旅行』英語」ならできる自信はあるが、prOicientとは程遠い。

衰えた会話力にかなり不安を覚えた。あわててBBCニ ュースのCDを 買い、毎日1時 間は間くように

したが、仕事の忙しさに追われ思うように進ます、不安を抱えたまま出発を迎えた。

日本からLondon、Londonから Glasgowを経由して Oban、そして ToberIIloryまでは何の問題もなく至」

着できた。

Toberlnoryはカラフルな建物が並ぶ、小さいが美し

しヽ町だ。海産物も豊富で力二やロブスター、帆立貝、

新鮮で安く、おいしいものもたくさんある。また、16

世紀にイギリスに敗れたスペインの無敵艦隊の船が

逃れた来た後、沈没した場所など史跡や トレッキン

グのコースもある。莫語力への不安を抱えながら、

7月 25日 の年後6時 、埠頭の駐車場の奥にある海

洋センター (Tおgh Solais)のロビーで The Hebridean

Whale and Dolphin Trust(HWDT)の スタッフに出会つた。  ▲ トパモリーの町



3。 Silurianでの日々 (7月 25日 ～8月 5日 )

◆S i l u r i a n 号

全長 1 8rnあまりの2本 マストのヨットで、ボランティア用

には2つ のベッドがあるキャビンが3室 、スタッフ用のキャビ

ン (4つ のベッド)と ダイエング、キッチンと2つ の トイレ、

シャワーがある。元は、Lonely Planet社 の取材

用のコットとして使われていたものHWDTが 買い取つて、調

査用に使用してしヽるということだ。狭いながらも快適な空間で、

者えられた収納スペースに驚くほどたくさんのものが収納され

ていた。

今回のボランティアは、オランダ人のローランドとグリア、ア

メリカ人のエリン、イギリス人のハリー、板垣さんと私の6人

だ。スキッパーは、

経験豊富な元コース トガー ドのグレン、フアース トメイ ト

は、料理上手な力持ちのエマ、研究者は、明るく元気なオ

リビアの 3人 だ。この 9人 をのせて、 1 2日 間の旅が始ま

った。

HWDTは 、1994年 から活動しているNGOで ある。

ヘプリデイーズ諸島周辺の海域は、世界的に見ても鯨や海

洋生物の豊かな生息地であったにもかかわらす、はほとん

▲コンパクトで機能的なキッチン ど注目されす、調査も行われてこなかつた。そこで、HWDT

が、この海域で、主にミンク鯨、ネズミイルカ、バンドウイルカ、マイルカ、ウバ鮫、シャチ、マンボ

ウ、アザラシなどの生息域や数や、それが船の騒音、カゴ漁の仕推卜けや温暖化の影響等でどのように変

化するかを継続的に調査することで、どのような保護を行うべきかを提言し続けている。

調査としては、目視と海中の音響調査によって、イルカ

や鯨等の生物の数を調べ、写真にも撮り確認する。また、

鯨類の生急に影響を及ぼす船の騒音やカゴ漁の仕差卜けの位

置や数、海に浮かぶゴミの調査も同時に行う。また、海鳥

の数と種類、航行する船の数と種類もチェックしていく。

この作業を、目視 1時 間、休憩 1時 間、伝達係30分 、コ

ンピュータ入力30分 の3時 間を一つのサイクルとして、

6人 のボランティアで交代で仕事をする。毎日はおおよそ

午前 10時 ～年後5時 くらしヽまでの仕事となつている。 ▲デッキでは2人 で左右を目視

8青天で日差かい日は快適だが、雨が降つたり、波が高いと過酷な仕事になる。



◆7月 26日

マル島の トパモリー港から年前103きにシルリアン暑は、ゆつくりと出航した。「イルカ?」 最初に

マストに立つことになつた私は、出航して30の もたたないうちに最初の発見をした。あわてて、「|

found something!!」 と叫ば、私の声にオリビアが出てきた。「Dolohin?」

と間う私に、「lt' s a rni nki e l」 。距離

初のミンク鯨との出台いになつた。この日は、もう一

度、遠方でミンク鯨を発見し、その後は、何も見つか

らす、カゴ漁のしかけ (creel)の 調査数が増え

ていくばかりだつた。そして、タカになり、最初の停

泊地Canna島 に至」着する。Cannaは かつては

ベネディク ト派の修道院があり、人□も多かつたが、

現在は、人□30人 余りの島だ。湾には、たくさんの

海鳥と灰色アザラシが顔を見せた。

◆7月 27日

好天すぎた昨日、

ま

▲夕暮れのCanna島

直射日光を浴ぴたためか、朝起きたら日焼けで顔がひどくむくんで驚いた。北極固

‐に近しヽため、思つたより太陽光線は強烈なようだ。今日からは、入念に

日焼け止めを塗ることにした。 10時 に出航 して、 しばらくは順調に進

んだのだが、途中から雨が降り始めた。マス トに立つと、風も強く、横

殴りの雨が降り注ぐ。体感温度は5度 くらいで、布の靴では風が防げす、

足が冷たくなつた。波も2 rnを越えてきて、だんだん揺れも激しくなつ

てきた。今回は、ミンク鯨を遠力で見かけ、マイルカを2頭 見つけたら

しいが、風雨が強くなつてきてので、Barra島 に年後4時 に碇を降

ろし停泊する。スキッパーのグレンが、Barra島 の漁師さんからホ

タテを買つてきてくれて、夕食に料理してくれた。大きくて新鮮なホタ

テは、今まで食べたことがないくらしヽにおいしかつた。

◆7月 28日

9時 ごろにBa r r a島 を出航 し、 2時 間程度航海 し

た時、今日最初のイルカを発見する。バン ドウイルカが

可頭、蓑色い信号ブイのまわりを泳ぎ回つていた。さら

にその後、海上をBow― ri d eす るバン ドウイルカ

を3頭 発見。今回は、夕食当番だつたので、年後 3時 ご

ろから料理の下準備で仕事は免除。エマに手伝つてもら

▲海鳥の数を数えるローランド

▼メヽンドウイルカの群れに出会う



しヽながらラザエアをつくった。シルリアンの冷蔵庫や食料庫には、思つたよりなんでもあって、オーブ

ンでラザエアを焼き、山羊のテーズとトマ トやベビーリーフ、レタス、キュウリ、パプリカなどの野菜

でサラダを作つた。 1人 1回 は夕食をつくらねばならなしヽとしヽうノルマをこなすことが出来、ほつとし

た。今日は、南Uist島 の北端に近しヽTahay島 に停泊する (北緯57度 40合 、西経7度 6会 )。

水を節約するために我慢していたシャワーを3日 ぶりに浴びることができ、本当に気持ちよかった。

◆7月 29日

昨夜のミーティングで、天候が安定 してしヽるので、大西洋に浮か

ぶ孤島、 St.Kilda(北 緯 57度 48劣 、西経 8度 31分 )

に行くことに決まつた。しヽつもと違しヽ、朝早く5時 頃にグレンたち

は起きだ し、シルリアンはKildaに 向かい出航 した。北西から

吹く季節風に向かうように、船は北西に進むため、次第に揺れが大

きくなつた。私は少し酔つたような気が して、エリンと一緒にキャ

ビンで寝かせてもらった。 3時 間くらしヽB民つたら、船の揺れは収ま

つてきて、デッキに出るとSt,Kildaが 見えてきた。 St,

Kildaは ユネスコの世界遺産に指定されている4つ の島だ。

▼海鳥の巨大な繁殖地になってしヽる

▼山頂からながめるHirta島 の港

garnetや f u lrna r、puffinの 世界的な

バードコロエーにもなつてしヽる。この絶海孤島には、か

つては居住者がいたが、現在はナショナル トラス トの職

員とイギリス軍の兵士が)帯在するにもである。曽段はこ

の島の周辺の海域は波が高く、ヨットでは容易には近づ

けなしヽとグリアが言つてしヽた。島には、たくさんの山羊

と鳥たちが住むが、人が住むことは、容易には容調しな

い。氷河でけすられた深い谷や切り立った崖。 1930

年、半ば強制的に本土に移住させられた30人 余りの住人は、それでもこの過酷な島との別れを惜しん

だとしヽう。羊と薄しヽ土壊でつくるわすかな穀物と魚と

海鳥の肉と卵、それが食料のすべてであり、原始に近

いと評された生活で生きてしヽたとしてもだ。島を歩き、

彼らが残した生活の跡を見ながら、「生きる」ことにつ

いても者えさせられた。

◆7月 30日

St.Kildaの 海i或は、今日も穏やかだ。9時

にシルリアンは出航し、鳥の楽園に局」れを告げること

になつた。ルイス島に向かって航海する途中、whit e― beaked dolphinの 群れやネ



ズミイルカを見かける数が増えてきた。年後8時 まで航海を続け、Great Bernera島 の無

人の湾に停泊することになつた。スコットランドの島衆は、本の生えてしヽない断崖で囲まれた島が多しヽ。

このBernera島 もかつては移住者がいたが、自然環境の過酷さから、ここでの暮らしをあきらめ、

数年でオース トラリアに移住 したそうだ。波の音以外何の音もない世界は、真空のような静寂の世界で、

視界の中で動くものは、遠くでぽつんと車をはむ山羊だけだ。

◆7月 31日

今回はルイス島の北の端をまわり、ルイス島最大の町、Stornowayを めざして航海すること

になつた。沖に出るとにわかに船が揺れだした。東からの風が強く吹き付け、白波が絶え間なく立ち、

波も2mを 越えるように高い。ルイス島の北端は海の難所だとスキッパーのグレンやエマが言つた。東

風をまともに受け、波が高いため、こちらをまわって航行するヨットは少なしヽとしヽう。高波と風でシル

リアン暑は木の葉のように揺れる。風雨が強まる中で調査を続けてしヽたが、□―ランドが脱落し、結局、

Stornowayに 入港する前の、年後5時 には調査は打ち切りになつた。年後8時 前にStorn

owayの 港に入つた (北緯58度 10分 、西経6度 24劣 )。港に入ると、灰色アザラシがシルリア

ン号を追って、ついて泳ぐ。スしぶりの町なので、夕食後はみんなで上陸し、バーでビールを飲んだ。

◆8月 1日

昨日の嵐で疲れたスタッフの休養のため、今回は9時 に

起床。出航も11時 ということで、ボランティアの4人 は

連れだってStornowayの 町の散策に出かけること

になつた。ルイス島全体で人□が2万 人程度らししヽので、

Stornowayの 人□は1万人程度だろうか、みやげ

物屋やたくさんの店があり、買い物客で通りは賑わつてい

た。

11時 20分 に出航し、 12時 より調査開始となつた。快晴で穏やかな波のMinch海 峡を南下し

ていくと、次々とネズミイルカが見つかる。英語ではPorpoiseと いうネズミイルカは、バンド

ウイルカなどとちがい、Bow一 rideす ることもなく、また、人なつっこくもない。姿を見せても、

すぐに潜って見えなくなつてしまう。しか し、今日は、次々と姿を現し、20数 頭目視で見つけること

が出来た。今回はHarris島 の小さな港に停泊することになつた (北緯57度 52度 、西経6度 4

2分 )。碇が調子が悪く、停泊するのにかなりの時間を要した。

◆8月 2日

美 しく8青れた朝。しかし、昨日から碇の調子が悪かつたので、碇を巻き上げるのに30劣 以上かかっ

てしまつた。North Minchか らLittle Minchへ 航海をしてしヽくと、ミンク鯨や

ネズミイルカ、バンドウイルカなどが次々と目視で発見される。Skye島 の切り立った崖を見ながら

▼Stp rnoway城



進んでしヽくと、天気が少しすつ悪くなり、小雨が降り出した。

そんな中で、ミンク鯨を発見し、シルリアン号で

そっと近づくと、ミンク鯨も近づしヽてきて、シルリ

アンのまわりを行つたり来たり泳ざ□る。時折、顔

を出して私たちを眺めているようなそぶりを見せた。

こんな事は、減多にないらしく、スタッフのオリビ

アもエマも大興董だつた。小雨で視界は悪いが、収

穫の多しヽ一日になつた。午後6時 過ぎにSkye島

の西側の港、Port Naniongに 停泊する

ことになつた (北緯 57度 20合 、西経 6度 24ハ )。この港のまわりには、画家などたくさんの芸術

家が住んでいるそうだ。ボランティアのみんなで上陸して

散策し、バーでCiderや ビールを飲んだ。  '

夜、オリビアからHWDTの 2003年 ～2010年 ま

での調査についての説明があつた。海水温の上昇などの変

化のためか、ヘブリディーズ諸島周辺では、ミンク鯨の南

下が見られ、プランク トンを食べるウバ鮫が増え、ミンク

鯨の数の減少などの変化が起こつてしヽるとしヽう。

▲オリピアによる調査報告

◆ 8 月 3 日

穏やかな朝だ。朝食後、グリアとハリーが釣りを始めた。しばらくして、鯖の一種らしい魚が釣れた。

Skye島 は本土と橋でつながつてしヽるためか、他の島と違しヽ、交通量も多く、活気があるように見え

る。Stornowayと 同じように、たくさんの本があり、花も咲き舌しれてしヽる。今まで寄港した港

のほとんどは、切り立った崖、短い車のみが生える大地で、人を拒むかのような自然を目にしてきたが、

南下 してきたためか、自然が豊かになつてきた。

Little Minchを 南下していくと、海

でもネズミイルカやミンク鯨を多くみかけるよう

になつてきた。好天の中、シルリアンは洋泉と進

んでいく。今回はR urn島に停泊することになつ

た。氷河で肖」られてできた Loch Scres

ortに は、何隻ものヨットが停泊してしヽた。製

粉機の製造で大儲けした」hon Bullou

ghが 18世 紀、この地に城を建て、住んでいた

ころには400人 以上の人□を数えたが、19世 紀 ▲Rum島 (建物はナショナル トラストの事務所)

には、産業も衰退し、極貧になつたため、アメリカとカナダに多くの住民が移住し、50人 余りしか残



らなかつた。その後、牧羊で 100人 余りの人がSkye島 から移住してきたこともあったが、 199

1年 には人□は26人 になり、スコットラン ドナショナル トラス トのスタッフと教員のみが住んでいる。

島に上陸すると、高い本が生い茂る森だが、Mindgeと いう小さなプヨがうようよいる。1ポン

ド50を 払って入るシャワーを浴びて、Mindgeを 手で払いのけながら、散策をする。島には、鹿

や様泉な海鳥、野生のポエーもいるらしいのだが、とにかくMindgeが 多すぎて、早々にシルリア

ンに退散した。

◆8月 4日

雨の朝。雨にlkaるRum島 は幻想的だ。

9時 に出航すると、次第にB青れてきた。今日は、

もうTobe rrno ryに 向かう。Mu11島 に近

づくにつれ、ヨットや船の数や海に浮かぶゴミの数

が増えてきた。やはり、環境を悪くする最大の要因

は、人なのだと思つた。

「人」が増えてきたためか、今回は動物たちはほ

とんど姿を現さない。

灯台をまわって、 14時 過ぎにはTobermoryの 港に帰ってきたも上陸して、 1時 間ほど町を

散策した後、みんなでシルリアンに戻つて、大掃除を開始。2週 間お世話になつたシルリアンの隅から

隅まで心をこめて掃除をする。  →

掃除をした後、みんなで順番にシャワーを浴び、高台にあるWestern isle Hotel

でディナーを食べた。最後の晩窒は、和やかでとても楽しい夜になつた。

◆8月 5日

いつものように8時 に起き、シリアルの朝食をとり、荷物をまとめてボー トで岸へ。9時 40分 のバ

スでみんなでTobermoryを 離れた。

4。 このプロジェクトで学んだことは?

①何事も、地道な調査によるデータの積み重ねなのだ

調査活動は、人間の力で、広い海を定期的に航海し、目視や音響調査などを積み重ねてデータをとる

作業だ。寒さや雨、荒れた海の中の航海、調査には困難が多い。また、交代で行い、途中休憩が入ると

いっても、lBき間連続で揺れるデッキに立って集中力を切らさすに目視を続けることや間違えすに素早

くコンピュータの処理をすること、海鳥の種類を見分け、数を記録していくなどの作業は大変なものだ。

このような地道な作業をどこかで誰かが行つているからこそ、適切な指摘ができ、かろうじて環境が守

れれているのだということがわかった。

▼スキッ′ヽ一のグレン



②スコットランド北西部の自然と歴史

気候の違いや人□密度の違いなど様々な要因があるだ

ろうが、スコットランドの自然の美しさが守られた要因

のひとつは、土地の貧しさ、自然の過酷さが、「人」を

拒んだということもあるのではないかと思う。ヘブリデ

ィーズ諸島をまわると、北に行くほど、島に移住してき

た人衆の生活は過酷さを増すように思えた。泥炭のみを

燃料とし、石と泥のみが生活を支え、薄しヽ土の層からわ

すかにとれる穀物の収穫と魚や海鳥の肉と卵、それのみ

を食料とし暮らす。しかし、生活はいつも飢えと貧しさとの戦いであった。新大陸からもたらされたジ

ャガイモは、奇跡のような穀物ではあったが、アイルランドを蒙った 『ジャガイモ飢饉』は、スコット

ラン ドの島衆をも襲い、人泉は島での生活に見切りをつけ、アメリカやオース トラリアヘ多くの移住者

をだすことになつた。社会科教員である私は、通常の 「旅行」とは違う今回の旅で、一見華やかに見え

るヨーロッパの人々の喜らしの、局どの部分を実感できた。

③語学はやっぱり大切

大学時代に西洋史学を専政してしヽたので、英語には自信もあり、実際、英語での会話には、十国人的に

旅行にでかけても不自由を感じることはなかつた。しかし、前任校での4年 間、事情があってハングル

の勉強ばかりしてしヽたところ、気が付かないうちに英語力はひどく落ちていた。今回、参加にあたって

BBCの ニュースを毎朝間きながら通勤してしヽたが、ほとんど間き取れなくなつていることに愕然とし

た。結周、ほとんど力を回復できぬままに参加することになった。スタッフの説明などは、ほぼ理解で

きたが、やはり積極的に会話できたかというと厳しいものがあった。帰国してから、現在も毎日BBC

やCNNの ニュースを聞くようにしている。今回の旅の反省から、日衆きちんとメンテナンスをしてい

なしヽと、英語力は衰えることを実感したし、やはり、英語ができなければ相手の者えを知り、理解する

チャンスを失うとわかったからだ。

5.学 校での教育実践にどのように生かすか?

帰国後、8月 の職員研修で、ます、勤務する学校の職員に今回の旅の概要と学んだことを1時 間余り

の時間を使い紹介した。生徒にもだが、教員に伝えて、さらにそこからより多くの子どもたちに学んだ

成果を広めることができればと思つた。

さらに、これから地理や歴史、さらに公民の授業でも、生物の多様性や環境を守る努力、スコットラ

ンドの自然、歴史、人泉の暮らし、外国の人たちとの分かり合うために必要なことは何か?な ど、様々

に取り入れ、授業を組み立ててしヽくことは可能だと思う。さらに、保護者向けにも講演をすることも可

能だ。2学 期がはじまり、あわただしく日常は過ぎていくが、今回得た貴重な経験を様泉に生かし、伝

えてしヽきたいと思う。

▼切り立った崖が多いヘプリディーズの島短



6.終 わりに

下の地図は、私たちがシルリアン号に乗つて、航海した軌跡である。水色や赤などの様泉な印は、バ

ンドウイルカやミンク鯨、ネズミイルカなど様短な鯨類や海洋生物を、デッキに立って目視 しながら発

見した場所である。船酔いしたり、狭しヽ船内での生活に困惑 したこともあったが、日常では者えられな

い、また、個人的には到底なしえなしヽ貴重な体験をすることができた。ヘブリディースの島々の夢のよ

うな景色の中で、環境保護の最前線を体感できたことはもちろんだが、狭い船内で9人 が密着して暮ら

したことで、欧米の人たちの生活、考え方、行動などもより深く理解できたように思う。このことは、

今後 10数 年教員生活を続ける私にとって、生徒たちにより正確な、また、実感に基づしヽた情報を提供

できるという意味でも、貴重な体験だつたと思う。

今回、このプロジェク トに参加させてしヽただけ、貴重な体験をさせていただくことができ、花王株式

会社、アースウォッチやHWDTの スタッフの方衆に感謝の気持ちでしヽっぱいです。本当にありがとう

ござしヽました。                '
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